
第 36 回東北建築賞作品賞選考報告 

 

選考委員長 小杉 学 

1．応募作品 

・小規模建築物部門  5 点 

・一般建築物部門   23 点 

  計       28 点 

 

2.選考経過 

（1）事前打ち合わせ会議  2015 年 9 月 9 日（水）13：30  ～ 15：00 

                            於  日本建築学会東北支部会議室 

  選考委員長の選出、東北建築賞作品賞募集要項、選考委員会規則などを確認した上で、

応募作品の数とその内訳を確認した。東北建築作品発表会の運営方法及び東北建築賞作品

賞の選考基準などについて事前打ち合わせを行った。 

 

（2）東北建築作品発表会  2015 年 10 月 3 日（土）10：00  ～ 16：30 

                          於  せんだいメディアテーク 7階スタジオシアター 

  第 26 回東北建築作品発表会において応募 28 作品の発表が行われた。限られた発表時間

の中でそれぞれのコンセプトが紹介され、発表会は全体として滞りなく進められ終了した。

時間厳守にご協力いただいた発表者、諸氏に敬意を表したい。 

 

（3）第 1次審査会       2015 年 10 月 3 日（土）16：50～ 18：00 

                          於  せんだいメディアテーク 2階会議室 

東北建築作品発表会終了後、会場を移し、現地審査を行う必要のある作品を選定するこ

とを目的として、第 1 次審査を行った。小規模建築物部門、一般建築物部門を別々に選考

せず、全作品の中から半数程度に絞ることを目標に一人 10 票を投票することとなった。岩

田委員は自身が携わっている作品が 2 作品エントリーされているとのことで、8 作品を投票

することとなった。各委員が各々10 票を投票した結果得票数順に 7 票～4 票までの 14 作品

を第 1 次審査通過とした。 

以上の結果、小規模建築物部門 3 点、一般建築物部門 11 点の合計 14 点を第 1 次審査通

過とした。 

  次に、現地審査は 1 作品につき 2 名以上の選考委員がこれに当たることを確認し、選定

された 14 作品について現地審査の分担を決め、現地において確認すべき点を検討し、作品

管理者との連絡を含めた現地審査の日程調整は事務局を通して行う事とした。 

  なお、1次審査の落選者へは 200 字程度の講評を選考委員分担で作成し、選考委員会とし

て送付することを確認した。 

 



（4）現地審査 

  現地審査については 11 月と 12 月に選考委員で分担して現地審査が行われた。 

 

（5）第 2次審査  2016 年 2 月 6 日（土）13:00～17:30 

於：日本建築学会東北支部会議室 

小杉委員長より全体の進め方について、今期は小規模建築物部門が３作品と少ないため、

小規模、一般の垣根なく議論して選考する事が提案された。小規模建築物部門ならびに一

般建築物部門について、1作品ずつ現地審査担当委員からパワーポイントなどにより報告を

受けた後、現地を確認した担当委員の印象等を確認した。作品についての質疑、審査委員

の評価ポイント等についての討議を全審査員で行った。 

今期は投票をせず、賞に値するか否かを各委員の意見で決める方法とした。その結果、小

規模建築部門２作品、一般建築部門３作品を建築賞とする事が決まった。うち１作品を特

別賞とする事も議論されたが、特別賞の位置づけに関する明確な定義が無い事もあって、

全てを建築賞とする事となった。 

なお、賞の数については、募集要項で「作品賞は原則として小規模建築物部門４ 点以内、

一般建築物部門 4 点以内」としている。 

 

（6）選考結果   

作品賞 ５点 

富谷ファミリーメンタルクリニック 

【 所 在 地 】宮城県黒川郡富谷町上桜木 2-3-6 

【設計監理】SOY source 建築設計事務所 

【構造設計】市場建築構造設計事務所 

【施  主】佐藤宗一郎 

【施  工】株式会社巧友技建工業 

 

i－HOUSE 

【 所 在 地 】青森県むつ市 

【設計監理】松浦一級建築設計事務所 松浦良博 

【施    工】㈲松浦建設  

 

二本松市立 とうわこども園 

【 所 在 地 】福島県二本松市針道字大町西４６番地 

【設計監理】㈲辺見美津男設計室 

【施  主】福島県二本松市長  

【施  工】建築：㈱ヤマニ建設 

      電気：三友電設㈱ 

      機械：㈱野地工業所 

 

 

 

 



庄内町ギャラリー温泉 町湯 

【所 在 地 】山形県東田川郡庄内町余目字土堤下 35 番地 2 

【設計監理】建築：設計・計画高谷時彦事務所 

       構造：レン構造設計事務所 

       設備：日本エアコンセンター 

       グラフィック：高城豪 

【施  主】庄内町 

【施設運営】イグゼあまるめ 

【施  工】統括・建築：菅睦建設 

      空調・衛生：板垣建設管工 

      電気：ユアテック  

 

塩竈市杉村惇美術館 

【 所 在 地 】宮城県塩竈市本町 8番 1号 

【設計監理】㈱鈴木弘人設計事務所＋東北芸術工科大学 

【施  主】塩竈市 

【施  工】㈱鈴木工務店 

        

  

（7）講評 

 作品賞 

【富谷ファミリーメンタルクリニック】 

人は様々な悩みを抱えている。相談したいと思うときの空間、建築家はそれを実現できる

のだろうか。 

この作品はメンタルクリニックです。クリニックと言えば病院というイメージがつきまと

いますが、そこに着くとはたして柔らかい木の外装が人を迎え入れてくれます。中に入る

と適度に配置された 5 カ所ある中庭から柔らかい光が注ぎ込む空間が現れます。この中庭

は単に光を導入するための空間ではありません。そこには美しく手入れされた樹木が植え

られ、そのガラスに隠された中庭空間の陰に椅子が配置されており、そこに癒しを必要と

した人々が座ります。受付からはガラス越しに診察を待つ人々が認識できます。管理では

ない管理。それがこの作品の真骨頂です。照明も、換気扇も少し隠れた天井の矩形に納め

られ、自己主張をしません。これが本当の癒しの空間です。 

院長と婦長にお話をお伺いしました。すべては患者の安心のためと説明を受けました。設

計者も決して建築を語りません。患者さんのためにと。これこそがファミリーと名を冠し

たメンタルクリニックではないでしょうか？ 

審査会では軒の出がないことによる外装の汚れや外装木壁の寿命に関する問題点も指摘さ

れましたが、この空間のもつ安心感はメンタルクリニックという名に相応しく、東北建築

賞とすべき価値ある作品です。 

【i-HOUSE】 

東北の住まいでは、常に冬の寒さ対策が問われます。一方で 3 月から 11 月にかけての東北

の気候は、非常に快適です。外気を適度に取り入れることにより快適な室内環境が得られ



ますが、特に夏季を中心とした季節では逆に速やかな排熱のための大開口による通気が必

要です。 

i-HOUSE はこの意味で意欲的な作品です。我が国の田の字型プランに土間のついた伝統的

な民家のプランを踏襲し、この土間空間を大開口のついた無断熱とし、春、夏、秋の東北

の快適な気候に対応した楽しい空間としています。また冬には土間以外の住まい部分を高

断熱高気密化し、この土間空間を外部と住まい部分との緩衝空間としています。土間以外

の高断熱高気密化された部分は、基本的に吹き抜けや続き間となっており、各部屋は冬に

温度差のない環境を創出しています。 

この住宅は設計者が震災復興に向けて、快適でかつ東北らしさや東北の伝統的文化を支え

る家のプロトタイプとして考えていたもので、このコンセプトをクライアントが気に入り

実現したものだそうです。 

審査会に於いては、開口部のとり方や、意匠的な外観について更に工夫が期待されるとの

意見もありましたが、新たな東北の気候風土や通年を通じての生活スタイルに対応した意

欲的な作品であり、東北建築賞に相応しい住宅作品です。 

 

【二本松市立 とうわこども園】 

震災による計画の見直し、放射線による周辺からの配慮など子供の空間を計画する上で

困難と感じる条件を丁寧に読み解いた建築です。 

 地域の祭りをイメージした意匠により、日常的に利用するアプローチ空間をはじめ、賑

わいと華やかさにより魅力ある外観に寄与していると考えます。 

 職員室とエントランスの見通しを確保しつつ、乳幼児をはじめとした園児の空間と活発

に活動する園児の空間と明確に分ける事でお互いの存在を意識しながら共存する計画につ

いて、年齢以上に身体能力の差を生じる園への配慮と感じられました。特に、放射線の影

響から内部に閉じなくてはならない問題を想定すると違う年齢の園児が同一の時間に活動

できる点は単に時間的に分ける解決案と異なる視点であると言えます。 

 また、ハイサイドライトの活用で廊下・保育室に光が注ぐ空間を演出しています。 

 さらに、断熱をはじめ温熱環境の丁寧な計画とともに、太陽光を活用した環境への配慮

など高く評価されました。 

 

【庄内町ギャラリー温泉 町湯】 

町並みに、毅然として自己表現を貫いている「庄内町ギャラリー温泉 町湯」は、敷地

形状により町屋を考え、そこから導き出された空間構成を模倣しながら、見事に現代の町

湯を完成させています。結果、町並みに見事に調和し、異質のデザインに同化させていま

す。外観は、簡潔なデザインとし、質素に見せながらディテールの隅々まで繊細にデザイ

ンされており、設計者の力量を感じます。内部空間は、土縁ギャラリーを軸に休憩スペー

スと入浴スペースが一体化して、心地よい空間が出来上がっています。町屋の坪庭を露天

風呂に置き会える遊び心も、見るものに好感を与えます。残念なのは、土縁そのものが、



空間の中で浮いてしまっていることで、運営者と設計者の思いの違いが招いた部分と思わ

れます。設備計画も温泉を使った空調、温泉排水を使った便器等へ使われ、環境にも十分

配慮されています。 

全体として、非常に完成度の高い建築であると思われます。町屋をキーワードとして、

すべてを関連付け完結したデザインは、見事な作品と評価します。 

 

【塩竈市杉村惇美術館】 

この美術館は、1950 年に建てられた公民館を転用してできたものです。リノベーション

という手法は、欧米では有名建築家による多くの例が知られていますが、わが国では既存

の建物を活用することが注目されるようになったのはつい最近のことです。 

旧公民館は、塩竈市民から長年にわたって大事に使われてきました。とくにかつて図書

室であった 2 階の部屋は、ヴォールトのような木造の曲面天井で覆われていて、単純に見

える外観からは想像できない興味深いものです。また、外壁や柱廊には地元産の塩竈石が

全体に用いられていることも親しみを感じさせます。そして、1957 年に増築された大講堂

については、当時の技術ではまれな集成材によるアーチからなる独特の形態であるため、

地元の人々にもしっかりと記憶されていたにちがいありません。 

このように元の建物が魅力的であったからこそ、転用する方針に傾いたのでしょう。け

れども、自由に新築するよりも、元の建物をうまく活かしながら設計するほうがはるかに

難しく、建築家の力量が試されるのです。設計者は既存の建物への深い敬意と理解に基づ

いて、リノベーションを手がけたことにより、さらに価値を高めることに成功しています。

今後も市民の誇るべき施設として地域社会の発展に貢献しながら、継承されていくことが

期待できます。 

以上の理由により、本作品は東北建築賞にふさわしいものと高く評価されました。 
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選考委員長 ・小 杉   学 東北工業大学ライフデザイン学部 

委     員 ・岩 田   司 東北大学災害科学国際研究所 
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・橋 本 典 久 八戸工業大学土木建築工学科 

・茂 木   聡 株式会社ライフデザイン建築研究所 

・池 田   匠 株式会社 渡辺左文建築設計事務所 

              ・小 林   光 東北大学大学院工学研究科都市・建築学専攻 


